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“Impossible”から“ I’m possible”へ －自分を信じて飛躍の年に－ 

不可能を可能にする。50 本塁打、50 盗塁を軽々と飛び超えてて見せた大谷翔平選手。冬

休みは大谷選手を検証する番組がいくつかありました。「前人未踏」「異次元」。まさに前例

のない活躍に私たちも彼に送る賛辞を思いつかないほどです。 

大谷選手が高校生の頃に作った曼荼羅
ま ん だ ら

チャート（右図参照）は有

名です。きっと皆さんの中にもこれをお手本にして自分なりのチ

ャートを作成した人もいるのではないでしょうか。 

その大谷選手も 2018 年に渡米した春のオープン戦では投手と

して 0 勝 1 敗、防御率 27.00、本塁打 0。地元の記者からは「打

撃に関しては高校生レベル」と酷評
こくひょう

されました。20 年のシーズン

も打率.190、本塁打は 7 本。投手としては 0 勝 1 敗、防御率 37.80。 

それでも大谷選手は自分を信じ、二刀流の可能性を信じました。逆境であっても決して

あきらめない。自分を信じる強さがあったのだと思います。 

これまでの報道では、あの鍛え上げた肉体を裏打ちするような、彼が苦痛に顔をゆがめ、

額に汗するハードな練習シーンを見た記憶がありません。むしろ多くの報道は彼の野球に

対する考え方（お酒は飲まない、チームメートとコミュニケーションを取る、課題解決に

向かって研究する等）が伺える内容だと感じました。つまり実践を支える思考や態度こそ

が大谷選手を造っているのだということだと思います。 

“Impossible”も見方を変えると“ I’m possible”（和製英語ですね、ご勘弁！）。誰もが乗り

越えなければならない壁にぶつかります。逃げ出したい、できれば避けて通りたい。そん

な気持ちになるものです。プレッシャーに押しつぶされそうになりながらも、真摯
し ん し

に向き

合い、前へ進む強さこそ自分の生き方をつくる原動力になるのだと感じます。自分をとこ

とん信じてこの一年を希望溢れる一年にしたいものです。 
 
武雄市活性化を考える  －JR 九州の駅長さんの依頼に応える－ 

1 年生の溝上奈
な

夏
な

さん、横田茉里
ま り

さん、山﨑璃子
り こ

さん、橋冨永佳
え い か

さんの 4 人は JR 武雄温

泉駅の村子
む ら こ

駅長の呼びかけに応じて武雄市の活性化のために高校生の視点で活動を展開し

ています。 

これまで活性化会議に参加したり、実際にイベント（12 月 14 日

武雄温泉駅前マルシェ）で小物制作のワークショップを開催し、会

場の賑わいに一役買ったりしてきました。 

「売り上げ状況や来客数など現実的な数字が飛び交う中、大人た

ちの中で意見を言うのはとても緊張しました」と言いながら、2 回目の会議では「駅にイベ
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ントカレンダーを作っては？」といった具体的な提案を出せました。 

「いろいろな立場の社会人と交流できて刺激になる」「これからはもっといい意見が言え

るように自分の引き出しをたくさん作る！」と今後の活動に更なる意欲を沸かせています。 

シリーズ「武雄高校生へのメッセージ」VOL.1 

「自分を大切に、主体的に生きる」 

学校運営協議会 会長 岡本忠裕（高峰寺住職・あさひこども園園長・本校 OB） 

新たな一年が始まり、皆さんが活気に満ちた学校生活を送っていることを心から嬉しく

思います。今日は、「主体性を持つこと」の重要性についてお話ししたいと思います。 
 

私たちが日々の生活の中で直面するのは、無数の選択です。その選択をするとき、時に

他人の期待や周囲の「空気」に流されてしまうことがあるかもしれません。しかし「空気を

読む必要はありません」。他者の反応や周囲の無言の圧力に惑わされることなく、自分の思いや考えを大

切にし、それをしっかりと表現することが何よりも大切です。 
 

言葉で気持ちを伝えることを 蔑
ないがし

ろにしてしまうと、最も大切な自分自身を見失ってしまいます。自らの

本音を隠していると、次第に心は重くなり、自由を感じることができなくなるからです。「幸せとは本音を言

えること」。言葉にする重みは増えますが、心は軽くなり、自分らしい生き方ができるようになります。 
 

赤ちゃんの成長過程を思い出してみてください。赤ちゃんは、未知の世界を理解するために、手に触れ

るものを口に入れ、必死にハイハイし、感情を伝えるために大声で泣きます。この行動こそが「生きる力」

であり、赤ちゃんが持っている主体性の表れです。「生まれながらに主体性を持たない人はいません」。私

たちも最初からその力を持って生まれてきているのです。 
 

もちろん、社会生活を送る中で、他者との調和を意識することは重要ですが、思いを犠牲にしてまで他

人に合わせる必要はありません。意見をしっかりと持ち、それを恐れずに表現することが、自分らしく生き

るための力となります。失敗を恐れることなく挑戦し続けることが成長に繋
つ な

がります。失敗を経験し、その

中から学ぶことでこそ、自己成長を実感できるのです。 
 

自らの意志を大切にし、他人の目を気にせず、主体的に生きることです。自分の本音を尊重し、迷わず

前に進んでいくことで、皆さんの未来は必ず開けます。御自身の人生を歩む力を信じてください。私達も

皆さんを信じて支え続けます。 
※当面の予定は紙面の都合上、  

割愛します。あしからず。 

 

 

 

 

 【当面の主な予定（1 月後半）】 

4 日（土）共通テスト演習（3 年）4 日まで 

6 日（月）冬季補習（全学年）7 日まで 

8 日（水）始業式 

11 日（土）県一斉模試（1･2 年）12 日まで 

     土曜セミナー（3 年） 

14 日（月）月曜セミナー（1･2 年） 
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 塾は中高生を対象にし

た歴史、伝統、文学、科学等

の勉強会です。３月までにあ

と３回佐賀市のアバンセで開

催されます。興味がある人は

下村まで︕ 

 


